
発行所   神戸市中央区中山
手通４丁目10－８

兵庫県教職員組合
発行人　山　名　幸　一
編集人　西　嶋　保　子
電話 050（3538）2346
１部７円　年定価280円

組合員の購読料は
組合費の中に含む

2009/3 ・21

No.1737
2 面

教　育　ひ　ょ　う　ご 2009年 3 月21日（土）
毎 月 二 回
11．21日 発 行 第1737号（ 1 ）

・�

兵
教
組「
教
育
文
化
・
社
会
貢
献
事
業
」

の
充
実
と
発
展
を
め
ざ
し
て

　

す
べ
て
の
教
職
員
の
協
力
を
！

�

（
08
年
度
報
告
）

3
月
10
日（
火
）ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
で
、「
兵
教
組
第
１
３
０
回

定
期
大
会
」
が
開
か
れ
た
。

冒
頭
、
山
名
委
員
長
は
、
第

58
次
日
教
組
全
国
教
研
に
お
い

て
、
中
村
譲
日
教
組
委
員
長
が

兵
庫
の
開
か
れ
た
県
教
研
に
学

び
た
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
こ
と

や
、
兵
庫
代
表
の
リ
ポ
ー
タ
ー

が
、
各
分
科
会
で
高
く
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
私
た
ち

の
学
校
現
場
で
の
日
々
の
教
育

実
践
、
教
育
の
営
み
が
評
価
さ

れ
て
お
り
、
誇
ら
し
く
嬉
し
く

思
う
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
今

年
の
退
職
者
数
（
早
期
退
職
者

を
含
み
約
２
，０
０
０
名
）
に

ふ
れ
、「
こ
の
５
年
で
兵
庫
の

教
職
員
の
４
分
の
１
が
入
れ
替

わ
る
。
兵
庫
の
教
職
員
が
築
き

上
げ
て
き
た
教
育
の
継
承
が
重

要
。
あ
わ
せ
て
兵
教
組
と
し
て

も
、
60
年
の
歴
史
を
引
継
ぎ
、

闘
い
の
歴
史
を
若
い
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
大
変
大
き
な
歴

史
の
転
換
期
で
あ
る
。
学
校
現

場
は
非
常
に
重
苦
し
く
厳
し
い

状
況
が
続
く
が
、
兵
教
組
運
動

が
間
違
い
な
く
改
革
の
方
向
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
る
。
今
年
中
に
必
ず
政
権

交
代
を
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

来
賓
の
連
合
兵
庫
会
長
森
本

洋
平
さ
ん
は
、「
春
闘
の
真
っ

只
中
。
労
使
協
議
の
ミ
ク
ロ
の

論
議
で
は
な
く
、
日
本
経
済
を

ど
う
立
て
直
す
か
の
マ
ク
ロ
の

論
議
で
交
渉
し
て
い
る
。
連
合

は
、
賃
上
げ
こ
そ
が
最
大
の
景

気
対
策
で
あ
る
と
い
う
考
え
の

も
と
粘
り
強
く
闘
っ
て
い
る
。

新
自
由
主
義
、
市
場
経
済
万
能

主
義
が
行
過
ぎ
た
規
制
緩
和
を

も
た
ら
し
、
人
間
の
基
本
で
あ

る
、
医
療
や
教
育
に
ま
で
も
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。そ
し
て
、

生
活
不
安
、
将
来
不
安
が
大
き

な
爪
あ
と
と
し
て
残
っ
た
。
自

分
さ
え
良
け
れ
ば
と
い
う
個
人

主
義
が
、
地
域
社
会
を
崩
壊
さ

せ
、
殺
伐
と
し
た
社
会
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
社
会
を
潤

い
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

も
、
政
治
の
反
転
で
政
策
、
制

度
課
題
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
辛
く
厳
し
い
時

だ
か
ら
こ
そ
、
団
結
が
必
要
。

我
々
の
運
動
の
進
化
が
問
わ
れ

て
い
る
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
兵
政
連
会
長
本
岡
昭

次
さ
ん
か
ら
は
、「
次
の
衆
議

院
選
挙
は
、
教
育
と
い
う
営
み

が
公
的
か
私
的
か
の
分
か
れ
道

の
選
挙
。
市
場
経
済
原
理
に
立

ち
、
教
育
を
推
し
進
め
て
い
く

の
か
。
ま
た
は
、
教
育
を
公
的

な
営
み
と
し
て
、
生
ま
れ
や
育

ち
、
親
の
経
済
状
況
や
国
籍
な

ど
関
係
な
く
、
子
ど
も
と
し
て

同
じ
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ

り
、
そ
れ
を
保
障
す
る
責
任
が

国
や
地
方
自
治
に
あ
る
公
的
な

も
の
だ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
す
る
か
ど
う
か
が
か
か
っ

て
い
る
。
歴
史
を
私
た
ち
が
変

え
る
た
め
、
兵
教
組
２
万
組
合

員
が
力
を
あ
わ
せ
て
立
ち
上

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

激
励
が
あ
っ
た
。

各
支
部
か
ら
の
質
疑
・
討
論

で
は
、
評
価
育
成
シ
ー
ト
、
少

数
職
種
の
理
解
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
発
言
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
泉
書
記
長
は

「
教
職
員
が
ど
れ
だ
け
少
数
職

種
の
な
か
ま
に
寄
り
添
っ
て
い

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
出
さ
れ
た

討
議
の
内
容
を
各
支
部
幹
部
が

持
ち
帰
り
、
職
場
に
お
け
る
と

り
く
み
を
提
起
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

姫
路
支
部
の
牛
尾
徹
明
支
部

長
は
、「
退
職
を
控
え
た
最
後

の
大
会
。
１
９
７
９
年
に
執
行

部
役
員
と
し
て
組
合
に
参
加
し

た
。
こ
の
頃
は
主
任
制
闘
争
の

さ
な
か
で
、
あ
ら
ゆ
る
と
り
く

み
に
参
加
し
た
。
兵
庫
の
教
育

は
、
兵
教
組
の
闘
い
で
勝
ち

取
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
誇
り

に
思
う
。
今
後
も
山
名
委
員
長

の
も
と
、
教
職
員
の
な
か
ま
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
長
い
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

述
べ
、
会
場
か
ら
は
、
大
き
な

ね
ぎ
ら
い
の
拍
手
が
起
こ
っ

た
。各

議
案
に
つ
い
て
は
満
場
一

致
で
可
決
し
、
今
後
の
と
り
く

み
に
つ
い
て
の
意
思
統
一
が
な

さ
れ
た
。

ま
た
、
本
部
役
員
の
改
選
が

お
こ
な
わ
れ
、
本
部
書
記
次
長

に
高
橋
直
之
さ
ん
（
出
身
支

部
・
神
戸
）。
執
行
委
員
に
、

小
西
宏
典
さ
ん
（
川
西
）、
西

嶋
保
子
さ
ん
（
三
田
）、
北
谷

錦
也
さ
ん
（
加
印
）
を
選
出
し
、

新
た
に
井
上
拓
路
さ
ん
（
宝

塚
）、
森
戸
卓
也
さ
ん
（
豊
岡
）、

研
究
所
よ
り
執
行
部
に
松
浦
明

日
香
さ
ん
（
多
紀
）
が
選
出
さ

れ
た
。
教
育
研
究
専
門
委
員
に

長
本
浩
嗣
さ
ん
（
佐
用
）
が
選

出
さ
れ
、
日
下
芳
宏
さ
ん
（
津

名
）
が
新
た
に
教
育
文
化
研
究

所
事
務
局
長
に
な
っ
た
。
嘱
託

の
研
究
専
門
委
員
に
忌
部
淑
惠

さ
ん
（
川
西
）、
新
た
に
神
田

英
幸
さ
ん
（
西
宮
）
が
選
出
さ

れ
た
。

「
私
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
は
我
々
が
つ
く
る
！
衆
議

院
選
挙
に
向
け
て
団
結
し
て
が

ん
ば
ろ
う
！
」

 

広告
承認 08-56-24（0812）

お問合せ先：教職員共済生活協同組合 兵庫県支部
　　　　　　　TEL：078-221-9730
　　　　　　　神戸市中央区中山手通 4-10-8まで

兵
教
組
第
１
３
０
回
定
期
大
会

兵
教
組
60
年
の
歴
史
と
教
育
実
践
の
継
承
を

３
月
７
日
（
土
）
神
戸
市
の

東
遊
園
地
で
、
連
合
兵
庫
に
よ

る「
２
０
０
９
春
季
生
活
闘
争
、

政
策
制
度
要
求
実
現
総
決
起
集

会
」
が
開
か
れ
た
。
集
会
に
は

産
業
別
39
の
労
働
組
合
か
ら
約

２
，５
０
０
人
が
参
加
し
、
兵

教
組
か
ら
１
１
５
人
が
参
加
し

た
。総

決
起
集

会
で
は
、「
す

べ
て
の
労
働

者
の
『
雇
用

と
生
活
』
を

守
り
、
こ
れ

以
上
の
景
気

悪
化
を
防
止

し
社
会
不
安

を
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
。
政
府

は
、
内
需
型

経
済
の
確
立

を
図
り
「
労
働

を
中
心
と
し
た

福
祉
型
社
会
」

構
築
へ
の
、
政

策
転
換
を
図
る

べ
き
。「
賃
上

げ
こ
そ
が
最
大

の
景
気
対
策
」

の
方
針
に
基
づ

き
、
不
条
理
な

経
営
論
理
に
は

怒
り
を
も
っ
て

闘
い
抜
く
。
日

本
の
経
済
・
社

会
は
、
未
曾
有
の
危
機
的
状
況

に
あ
り
、
我
々
は
安
心
し
て
働

き
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
来
る
総
選
挙
で
政
権
交

代
を
実
現
す
る
べ
く
組
織
の
総

力
を
あ
げ
て

闘
い
抜
く
」

と
決
議
さ
れ

た
。ま

た
、
集

会
ア
ピ
ー
ル

で
は
非
正
規

雇
用
労
働
者

の
雇
用
問
題

を
緊
急
の
課

題
と
し
、
雇

用
の
縮
小
に

歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が

採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
集
会
の
参
加
者
は
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な

が
ら
市
内
を
デ
モ
行
進
し
た
。

２
０
０
９
春
季
生
活
闘
争　

政
策
制
度
要
求
実
現
総
決
起
集
会

組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
、
政
権
交
代
の
実
現
を

（
３
月
10
日
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
）
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教　育　ひ　ょ　う　ご2009年 3 月21日（土） 第1737号  （ 2 ）（第三種郵便物認可）

厚生会グループ保険
（団体定期保険　年金払特約付　こども特約付）

みんなで育て、ささえる保険です。

（ただし、こども特約の保険金は一時金でお受取りいただきます。）
遺族年金（遺族の生活資金）と一時金で必要な保障が準備できます。1

遺族年金部分の受取額は初年度受取額の３％が毎年増加します。2

（退職後に継続加入するには退職会員となられることが必要です。）
保険年齢75歳まで継続加入できます。3

配当金のお受取りがある場合、実質負担額（年間払込保険料から
配当金を控除した金額）が軽減されます。（脱退され、保険期間の
中途で保障終了となられた方は配当金をお受取りになれません。）

１年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、
配当金をお受取りになれます。

4

＊告知に関しては、「正しく告知いただくために」をご覧ください。

医師の診査ではなく、健康状態等の告知によるお申込み
手続きです。

5

本人がご加入の場合、配偶者・お子さまもお申込みができます。6

各年代モデルプラン（参考）

（財）兵庫県学校厚生会   生活事業部
〒650-0012神戸市中央区北長狭通４丁目７番34号　電話（078）331-9967

●記載の保険料は概算保険料です。正規保険料は申込締切後に算出し、更新日（今回は 2009 年３月１日）から適
用します。
　保険料は、毎年の更新日に再計算し適用します。年齢が上がり、次の年齢群団へ移る方が同額で更新された場合、
通常、更新後の保険料は更新前より高くなります。
●記載の年金額は、2008 年６月 12 日現在において、この保険特約の引受保険会社各社が更新後の保険期間に適
用する予定の基礎率（予定利率等）に基づき計算しております。実際に受取ることができる年金額は、今後の経済
情勢等により、基礎率（予定利率等）が変更される場合には、例示している年金額を大きく下回る可能性があります。
●「保険年齢」とは、被保険者の年齢を満年齢で計算し、１年未満の端数については６ヵ月以下のものは切捨て、６ヵ
月を超えるものは切上げて計算した年齢をいいます。（例：19歳７ヵ月の方の保険年齢は20歳となります。）

詳細については、「総合案内パンフレット」をご覧ください

～25歳
26歳～30歳
31歳～35歳
36歳～40歳
41歳～45歳
46歳～50歳
51歳～55歳
56歳～60歳

約  9.4万円
約19.5万円
約23.9万円
約27.2万円
約29.6万円
約28.9万円
約25.6万円
約26.3万円

約  3.1万円
約12.8万円
約15.5万円
約16.5万円
約17.2万円
約16.0万円
約14.4万円
約16.3万円

約  6.3万円
約  6.7万円
約  8.4万円
約10.7万円
約12.4万円
約12.9万円
約11.2万円
約10.0万円

約    237万円
約1,017万円
約1,797万円
約1,664万円
約1,311万円
約    879万円
約    626万円
約    626万円

Ｇ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ｆ

女　性  男　性

保 険 年 齢

生活維持資金
（遺族年金）
必要想定額
月 額

公的遺族
年金月額

月額不足想定額
生活復興資金
（一　時　金）
必 要 想 定 額

モデルプラン
コ ー ス

月払い保険料
（概　　　算）

  

1,671円
2,539円
3,455円
6,127円
6,729円
7,053円
4,963円
4,211円

1,034円
1,571円
2,139円
5,257円
5,688円
6,046円
4,042円
3,290円

厚生会グループ保険　６つのポイント

兵教組「教育文化・社会貢献事業」
 の充実と発展をめざして

ー幅広く「協賛金」への賛同者を募集します

組
合
員
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
教
職
員
の
協
力
を
！

兵庫県教職員組合は、1978年より長年にわたり、
組合員のカンパや賛同団体などからの寄付金を財
源に、教育振興特別事業や兵教組福祉事業などのさ
まざまな社会貢献活動をおこない、業績を残してき
ました。
2007年度からは「兵庫県教職員組合　教育文化・
社会貢献事業」として発展的に見直し、事業の推進
と充実をめざしています。皆さまの賛同をいただ
き、衰退することなくこの事業の充実と発展をし続
けることができています。
2008年度の教育振興特別事業・兵教組福祉事業
の概要を報告します。

障害のある子ども
たちへの車椅子の助
成や、障害者施設な
どへの福祉自動車や
備品などの助成をし
てきました。
また、2007年度
より、「児童養護施
設等への支援事業」
にもとりくんでいま
す。

福祉自動車等寄贈事業

◆₀₈年度（これまでの総数）◆
福祉自動車寄贈：２台 (116台 )
車椅子寄贈：10台 (501台 )
児童養護施設等への支援事業：２施設 (４施設 )

・兵庫県民大学への助成
　（参加者合計数：7,425人）
・ゆたかな教育の創造をめざす兵庫県民会議
　への助成
・ひょうご芸術文化センターへの助成
　「ひょうごこどもの詩と絵」第29集発行
　（応募状況：詩814点、絵1,001点）
・兵庫県教職員組合文化賞
　（個人３人と１団体）

教育 ･文化助成事業

　教職員の授業研究、教育講演会、教育実践
講座や調査などの教育研究活動への助成をし
ています。

◆₀₈年度◆
支部教育研究委員会助成　29支部

教育実践分会助成　2分会
研究分野（日本語、算数、数学、英語、人権）

支部教育研究委員会特別助成　2支部
研究分野（児童支援、保健・メディアと子ど
ものこころとからだの関連）

研究助成事業

就学援助事業
　この事業は多くの子どもたちや保護者
に喜んでもらっていることに励まされな
がら、県内の公立小学校・中学校及び特
別支援学校等に在学する小学６年生、中
学校３年生の要保護家庭・準要保護家庭
の児童・生徒に対して学用品等をおくっ
て就学援助をしています。

◆₀₈年度◆
　援助児童・生徒数：12,871人

　（これまでの総数）393,653人

「協賛金」
一般教職員など

１口（500円）以上
受給者

５口（2,500円）以上
0₉年度事業推進のため、引
き続き協力をお願いします！
※ 詳しくは各支部へお問い合わせ
下さい。
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